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Abstract This study aimecl日tthe thing which develops a water permeability pavement which 
improved a drainage pavement. Then it examined possibility of the permeability pavement which can 
secure water permeability and strength， which it uses water granulated iron-blast-furnace slag in 








































































































































縮強度は含水比 10%供試体の圧縮強度の 7~8 割
程度である。以上の試験結果より、路床材の含水比
を10%と決定した。




































































水比 10%の配合に 6 号砕石を 20~60% (各 10%刻
み)混合させ、最適な砕石比を求めるために一軸圧
縮試験を行った。試験の結果(図2-5)、14日
養生で砕石比 40%が一番強度が高< (4.8kgf/cm2) 
80 愛知業た顎形容賠，第32号B，弔戎9無 Vo1.32-B，陥r，1997 
なり、これ以後路態材の最適砕石比を 40%とした。
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T. = ~.84 x N 0.16 
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~gf/cm2 kgf/cm2 kgf/cm2 
0.5 4.91 5.13 
1.0 6.81 7.14 


























35cm 深さで 2000 万~4000 万四、 40cm 深さ
では 5000 万~1 億四、路盤については 15cm 深
さで 250 万~450 万回、 20cm 深さでは 500






<T 3= 1. 5 kgf7cm2 
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フロー 値(1/100cm 20~40 
空隙率件も) 15~25 
選水係数(cm/s) * 10-2 
動的安定度(回/mm 2500 
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500kgf・800kgf.1l00kgfの3通りで行い、 10 s 
毎に曲げ強度と変形量を測定した。
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86 数回業だ持蹄醇陪，第32号B，弔求9 年~ VoL32-B，陥r，1田7
ここで従来形式の舗装(図4-1)と改良路床を
用いた舗装(図4-2)では改良路床の厚さを含め





























































































水能力も良好で 10伽 m 程度の雨ば貯留可能であり
排水施設も不要で十分に地下水の酒養になると恩わ
れる。今後の課題としては、アスフアルト混合物に
おいて、使用するステンレス繊維の形状による効
果・更に長期的な持続載荷荷重による影響・寒冷地
への適用性等があり、スラグ材においてはアルカリ
添加物による周囲への影響・凍結の問題等に検討が
必要である。
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